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砂防学会東北地方太平洋沖地震調査委員会
第1班（歴史地震）

井上公夫・島田 徹・森島成昭・土志田正二・藤原伸也・斉藤仁

表１．調査中の海溝型地震一覧表
震源 位置 ﾏｸﾞﾆ 震源 最大

番 北緯 東経 ﾁｭｰﾄﾞ 深度 震度
号 （度） （度） Ｍ （㎞） S１
1 五畿七道 33.0 135.0 887.8.26 8.0 - 8.5
2 宝永 33.2 135.9 1707.10.28 8.6 Ⅵ
3 安政東海 34.0 137.8 1854.12.23 8.4 Ⅵ
3 安政南海 33.0 135.0 1854.12.24 8.4 Ⅵ
4 大正関東 35.3 139.1 1923.9.01 7.9
5 昭和東南海 33.6 136.2 1944.12.07 7.9
5 昭和南海 32.9 135.8 1946.12.21 8.0
6 新潟 38.4 139.2 1964.6.16 7.5 34
7 宮城県沖 38.2 142.2 1978.6.12 7.4
8 北海道南西沖 42.8 139.2 1993.7.12 7.8
9 東北地方太平洋沖 38.1 142.9 2011.3.11 9.0 24
平成23年版理科年表をもとに作成，
9は防災科研強震観測網(K-NET, KiK-net)から引用

地震名
地震発生年

月日
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59
水山・森・坂口・井上（2011）『日本の天然ダムと対応策』

河道閉塞（天然ダム）という現象は珍しくない。
61災害168事例を整理することができた。

地震 ●
豪雨 ■
噴火 ▲

鳶崩れ（1858）

稗田山崩れ（1911）

大谷崩れ（1707）

十津川災害（1889）
有田川災害（1953）

大月川岩屑なだれ（887）

仁淀川鎌井田（1707）

遠見山（1854）

白鳥山（1707）
（1854）

湯之奥（1707）



海溝型地震による
土砂移動地点
宝永地震（1707）
安政東海・南海地震（1854）
大正関東地震（1923）
東北地方太平洋沖地震（2011）
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